
評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
判定結
果

（中間）

判定結
果

（最終）
今後の改善策

児童が「わかった」「やってみよう」と
実感できる算数科の授業づくりをめざ
す。

自立した学び手を育てるための柱として「やってみ
たいと自ら動き出す授業づくり」，教科でつけたい力
をつけるための柱として「数学的な見方・考え方を
働かせた図形領域における授業づくり」の２本の柱
を重点に置き，児童が主体的に算数の学習に取り
組み，数学的な見方・考え方の育成につながる授
業づくりを目指す。

研究主任

本校の児童は算数科の図形領域や数学的な見方・考え方を働かせる
ことに課題が見られる。日々の授業でも，「算数は難しい・わからない」
という困り感を持っている児童も多く，さらなる個別支援をしたりわかる
授業づくりに取り組んだりする必要がある。児童が「わかった」「やって
みよう」と実感し，主体的に算数の学習に取り組み，進んで考えを表現
する子の育成を目指していきたい。

【成果指標】
児童が，児童が「わかった」「やってみよ
う」と実感し，主体的に算数の学習に取
り組んでいる。

算数科の授業で「わかった」「やってみよう」と
実感できたと感じている児童が
Ａ　８０％以上             Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上             Ｄ　６０％未満

７月と１２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

今年度加賀市の学習指導の重点とし
て出された「Ｂｅ　ｔｈｅ　Ｐｌａｙｅｒ（子ども
に委ねる学び2.0」の組織的実現を目
指す。

本校の実情や児童の実態に合わせ、いつ・誰が・ど
のような取組をするのか？を明確にした「Ｂｅ　ｔｈｅ
Ｐｌａｙｅｒ　Plan」を立て、組織的な授業改善を図る。

教務主任

「子どもに委ねる学び」について、昨年度は、プロジェクトマネージャー
を招聘しての理論研修や授業づくり研修等を取り入れながら小さな一
歩を踏み出したが組織的な大きな前進には至っていない。今年度は、
積極的な研修会の実施や授業公開の設定、他校への視察や交流等
を行いながら、組織的に「「Ｂｅ　ｔｈｅ　Ｐｌａｙｅｒ　Plan」の実現を目指して
いく。

【成果指標】
「Ｂｅ　ｔｈｅ　Ｐｌａｙｅｒ（子どもに委ねる学
び2.0」を意識した授業改善を行ってい
る。

「Ｂｅ　ｔｈｅ　Ｐｌａｙｅｒ（子どもに委ねる学び2.0」を
意識した授業改善を進められていると実感で
きている教職員が
Ａ　８０％以上             Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上             Ｄ　６０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施す
る。

友だちと助け合い，みんなと一緒に活
動するなど，自発的・自治的に学校生
活を楽しくしようとする子どもを育て
る。

積極的に児童の良さやクラスの成長を認め，安定し
た学習集団をつくるために，いぶりはしっこアンケー
トを活用する。

生徒指導主事

昨年度は、学年によって学級会の充実については差が出ることになっ
たものの、いぶりはしっ子３・３アイテムをふり返ることには有効だっ
た。いぶりはしっこアンケートが他のアンケートと被らないよう計画的に
実施していきたい。

【成果指標】
いぶりはしっこアンケートを，安心・安全
な学級づくりに生かしている。

いぶりはしっこアンケートや学級会を実施する
ことが，安心・安全な学級づくりにつながったと
感じている教職員が
Ａ　９０％以上である　　　　　Ｂ　８０％以上で
ある

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施す
る。

いじめの未然防止・あたたかい雰囲
気づくりにむけて，安心・安全な学級
づくりを進める。

「いじめ問題対策チーム」を常設し，情報交換・共有
化・共通理解等のため研修会を行い，いじめの未然
防止，早期発見・対応に努めるとともに，今月のふ
り返り等を児童理解に活用し，学習・個別支援に取
り組む。

生徒指導主事

昨年度は、「学校は楽しいか」の質問に対して82.4％の児童が肯定的
な回答をした。否定的な回答の理由は学校での人間関係のトラブルが
多いため、教師間で児童の気になる行動を積極的に共有し、いじめや
トラブルの未然防止や早期発見に努めていく。一方で、生活リズムの
乱れや家族とのトラブルが要因の児童もいる。家庭が絡む児童には
家庭との連絡を密にしたり、ＳＣや外部機関とつなげながら対応してい
きたい。

【成果指標】
児童が，友だちとの関わり方や助け合
う活動を通して，学校が楽しいと感じて
いる。

学校で過ごすことが楽しいと感じている児童が
Ａ　９０％以上である　 Ｂ　８０％以上である
Ｃ　７０％以上ある　　　Ｄ　７０％未満である

７月と１２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

③
キャリア教育 学校生活の充実と向上を図るため

に，係活動や委員会活動等を中心に
自分の目標を立て，役割を分担し，主
体的に考え実践できる児童を育てる。

　児童が主体的に組織をつくり，役割を分担し，計
画を立て，よりよい学校生活を送ることができるよう
積極的に係活動や委員会活動等を行っていく。

児童会

昨年度は、児童自身から「〇〇がしたい」という声が上がり、新しい企
画を考える委員会や、委員会の当番を忘れないよう心がけている児童
も増えた。一方で、「〇〇したい」という気持ちよりも、「〇〇をすると面
倒だ」とネガティブな気持ちを口に出してしまう児童もいる。行事や委
員会の活動後の達成感を得られるよう、教師側から働きかけていきた
い。

【成果指標】
委員会活動や係活動に主体的に取り
組んでいる。

委員会活動や係活動において主体的に活動
に取り組めたと思う児童が，
Ａ　９０％以上             Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上             Ｄ　７０％未満

７月と１２月に児童対象
に振り返りをする。

心と身体の健康について考え，たくま
しい心と体を作り，健康な生活を送る
ための習慣や態度を養う。

児童が歯の健康の大切さに関心が持てるよう，委
員会活動や学校保健委員会などで取り組む。

保健主事

本校では、給食後の歯磨きやせいけつ調べの歯磨きチェックで歯の大
切さを理解し、しっかり歯磨きをしている児童が多くない。そこで、児童
保健委員会での呼びかけや歯磨き強化週間の取り組みを行ったり、
学校保健委員会で保護者や児童への働きかけを行いたい。

【成果指標】
正しい歯磨きの仕方を理解し、実践出
来る。

正しい歯磨きの大切さに気づき、実践出来た
児童が
A　80％以上　　　　B　70％以上
C　60％以上　　　　D　60％未満

７月と1２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

運動の楽しさと喜びを体得させ，生涯
にわたって運動できる体つくりに努め
る。

日頃の体育の授業や行事、スポチャレの実践を充
実させ、体力アップを図り、生涯にわたってスポーツ
に親しむことのできる子の育成を目指す。

体育担当

昨年度の体力テストの結果、多くの種目で県平均を下回った。そこで、
外部講師による指導やスポチャレ強化週間の取り組みなど通して、総
合的な体力向上を図りたい。また、運動が得意な児童によるお手本披
露の場を設けたり、体育館に記録掲示を行うなどして、運動への意欲
向上につなげたい。

【成果指標】
児童が自身の体力の向上を実感してい
る。

4月に比べ、体力の向上を実感している児童
が
Ａ90％以上　　　Ｂ80％以上
Ｃ70％以上　　　Ｄ70％未満

７月と1２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

⑤
安全指導 児童が自らの命を守るために、適切

に判断し主体的に行動できるよう、学
校安全に関する意識の向上を図る。

学校と家庭・地域・警察等の関係機関が連携するこ
とで、実践的な防災教育・訓練を実施する。

教頭

家庭・地域と連携した登下校の安全指導、警察等関係機関と連携した
訓練を行っている。児童は避難時の対応の仕方は概ね理解できてい
る。しかし、突発的に起こった危機的状況に対しての行動力は、今後
身についけていく必要がある。

【成果指標】
児童が，避難時の対応の方法を生か
し，自分で考えて行動することができ
る。

避難訓練や防犯教室等で，自分で考えて避難
行動ができた児童が
Ａ　９０％以上　  　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　　Ｄ　７０％未満

訓練後の「ふり返りカー
ド」で評価する。７月と１
２月に教職員アンケート
を実施する。

⑥
特別支援教育 全職員及び特別支援教育支援員，教

育専門相談員などの協力を得て，保
護者との連携を図りながら児童を支
援する協力体制を確立する。

校内支援委員会や校内支援連絡会，全体研修会を
開催する。また，支援を必要とする児童や保護者に
対し，専門相談やスクールカウンセラーなどの活用
を働きかける。

特別支援
コーディ
ネーター

個別の指導計画・支援計画の作成や児童理解の会の開催により，児
童の実態把握や支援については全職員の共通理解がなされている
が，気づき票を活用したり、専門相談やスクールカウンセラーなどを活
用することにより，さらなる児童への支援を行っていく。

【成果指標】
教職員及び，教育支援員，教育専門相
談員,スクールカウンセラー，生徒指導
サポーター，通級指導教室担当，特別
支援教育地域サポート教員などの協力
を得て，児童を支援する協力体制を整
える。

支援が必要な児童について共通理解し、連携
して支援できたと思える教職員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施す
る。

⑦
組織運営・
　業務改善

学校経営ビジョンの具現化を目指し，
職員だけでなく外部人材等と連携し，
働き方改革の推進に取り組む。教職
員がチームの一員として組織的・協
働的に力を発揮できる体制をつくる。

企画会議、運営会議、職員会議を計画的に行い、
共通理解・共通実践が組織的・効率的に行われる
ようにする。外部人材等と連携し，校務の効率化を
図り，働き方改革を推進していく。

教頭

学校運営委員会を行い、主任層が中心となって教育活動を進めてい
る。さらなる共通理解・共通実践を行い、組織的に教育活動を充実さ
せていくことが求められる。情報共有、データファイルの整理、ペー
パーレス化等については、順次進めていく必要がある。外部人材や専
門スタッフと連携し，校務のＩＣＴ化を図り、働き方改革を進めていく。

【努力指標】
学校経営ビジョンを実現するために組
織的・協働的に業務を遂行し，校務の
ICT化を推進し業務改善に努める。

組織的・協働的に業務を遂行し，校務のICT化
を推進し業務改善につなげることができたとす
る教職員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施す
る。

⑧
研修

若プロの内容の充実を図り、「チーム
動橋」で若手教職員を育てる。

若手のニーズや本校の実態に合った研修を計画
し、日常的に授業改善・学級づくりのOJTができるよ
う計画していく。

教務主任
若プロ担当

昨年度は、若手が自分の得意分野や体験談を話す場を計画的に設
定することで和気あいあいと楽しい研修ができた。

【成果指標】
若手早期育成プログラムを受け，ス
テージに応じた資質能力を身に付ける
ことができる。

若プロを受け，「身に付けるべき資質能力」を
身に付けることができた教職員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施す
る。

⑨
保護者，地域と
の連携

「社会に開かれた教育課程の実現」
に向けて地域・保護者と学校が連携
し，開かれた学校づくりを推進する。

学校だより，学年だより等，各種おたより，ホーム
ページ等を活用し情報提供を行っていく。コミュニ
ティースクールで取組の年間計画を立てるとともに、
その実践につなげる。

教頭

学校だより，学年だより等，各種おたよりは定期的に発行している。地
域資源（人・物）の活用と体験活動を積極的に取り入れている。昨年度
コミュニティースクーを立ち上げ、地域と連携・協働し、教育活動を進
めている。

【満足度指標】
各種おたより，ホームページ等を活用
し，保護者・地域と連携し開かれた学校
づくりを推進することができる。

学校の様子が分かると感じている保護者やＣ
Ｓ委員等が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に保護者や
ＣＳ委員等にアンケート
を実施する。

⑩
教育環境整備

授業において、目的に合わせてICTを
活用しようとする児童を育てる。

校内研修で、県のGIGA活用実践事例等を参考に
し、教員同士でＩＣＴの有効活用を共有し合い、実践
を行う。

情報担当

常に机の上にchromebookを用意したり、タッチペンとイヤホンを用意し
たり、個別最適な学習をしやすいよう整備できた。今年度からは月２回
のICTサポーター来校、月１回のICTヘルパー要請が可能となり、ICT
活用に関する相談を行いやすい。様々なソフトを教えてもらい、授業で
活用できるように実践紹介を行っていく。

【成果指標】
授業において、ICTを使って自分の考え
を伝えたり、友達と考えを共有したりす
ることができる。

授業において，ICTを使って自分の考えを伝え
たり、友達と考えを共有したりすることができた
と思う児童が
Ａ　８０％以上　　　　　Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上　　　　　Ｄ　６０％未満

７月と12月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

学校関係者
評価
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学校教育ビジョン  　豊かな心で自ら考え、主体的に行動する動橋っ子の育成
めざす学校像　　　　　　　・笑顔あふれる学校　　・安全で、安心してすごせる学校　　・家庭・地域とともに歩む学校
めざす児童像　　　　　　　・あきらめずにやり抜く子　　・進んで学び、互いを認め合う子　　・ふるさとを愛する子

①
教育課程・
　学習指導

②
生徒指導
※いじめの
　未然防止

④
保健管理


